
年度 環境経営レポート

（対象期間： 年4月1日～ 年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成日： 2023年8月31日

 

2022

株式会社ニューイングベーカリー九州

2022 2023

－1 －



目    次

3

3

4

4

主な環境負荷の実績   -----------------------------------------------------------------------

12

12

11

環境経営目標及びその実績   -----------------------------------------------------------------

組織の概要 --------------------------------------------------------------------------------

事業・製品の紹介  ---------------------------------------------------------------------------

ごあいさつ  ----------------------------------------------------------------------------------

環境経営方針 -----------------------------------------------------------------------------

7

これまでの環境活動の紹介   ------------------------------------------------------------------

11

5

6

6

環境経営計画の取組結果とその評価   --------------------------------------------------------

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無   ----

緊急事態対応訓練   ------------------------------------------------------------------------

代表者による全体の評価と見直し・指示   -----------------------------------------------------

環境経営組織図及び役割・責任・権限表 ----------------------------------------------------

－2 －



□ごあいさつ

１．環境負荷の低減

２．法令遵守

３．環境経営の継続的改善

４．地域との共生
    ・地域社会への貢献とコミュニケーションを図ります。

５．衛生管理の強化
      ・外部認証JFS-B規格による衛生管理の強化を図ります。

制定日：2020年10月1日
改定日：2021年7月1日
株式会社ニューイングベーカリー九州
代表取締役社⾧ 

   ・廃棄物排出量の削減

＜環境理念＞
 株式会社ニューイングベーカリー九州は
   「ヘルシーで美味しいパンを創り、お客様に感動を届ける会社」
   「安心・安全・健康・おいしさを限りなく追及し、創造する会社」
   「誠実と信用、信頼を大切にする会社」
 という理念のもと、日配企業として安全・安定供給を果たすため、外部認証HACCP（JFS規格）
 を取得しました。

  環境においても法令を遵守し、省エネルギーの推進、原材料及び資源の無駄が出ないよう地球
 環境保全に配慮した経営を行うため、環境経営システムを構築・運用し、定期的に見直しながら、
 環境経営の継続的改善を全従業員で推進します。

  私たちは、フランソアグループの一員でセブンイレブンがお届けするオリジナルパンを生産する会社です。

＜環境行動指針＞

   ・水使用量の削減

   ・二酸化炭素排出量の削減（電力・ガス使用量の削減）

  日々のくらしに新しいときめきや新しいおいしさをご提供できるパンづくりを目指し、食の安心・安全の

     ・構築した環境経営システムの継続的改善により、組織力・人財力・企業価値力

□環境経営方針

 更なる向上とおいしさを追究していきます。

      を高め、SDGs(持続可能な開発目標)にも積極的に貢献します。

   ・環境関連法規や、各種規則を遵守致します。
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

株式会社ニューイングベーカリー九州
代表取締役社⾧  ⾧田 守伸

（２） 所在地
本社・福岡工場 福岡県粕屋郡新宮町緑ヶ浜３丁目１番１号
熊本工場 熊本県熊本市北区麻生田1丁目5-35

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者  常務取締役  杉原 真     
担当者 本社・福岡工場  鷲頭 豊 TEL：092-941-2316 
     FAX：092-941-2337

EMAIL:y.wasizu@francois.co.jp
熊本工場            河野 将和  TEL：096-338-3094 

FAX：096-338-3167
EMAIL:m.kawano@francois.co.jp

（４） 事業内容
コンビニエンスストア向けパンの製造
食パン・菓子パン・惣菜パン・ドーナツ等の製造
https://n-b-k.net/

（５） 事業の規模
売上高 億円 (2022年度）

従業員      名 名
延べ床面積    ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 翌年 3 月 日

□認証・登録の対象組織・活動
株式会社ニューイングベーカリー九州
本社・福岡工場
熊本工場
コンビニエンスストア向けパンの製造

□事業や製品（商品）の紹介

59
全社

844名
29,230㎡

本社・福岡工場
785

20,230

31

9,000

対象組織：
対象事業所：

対象活動：

区分
116

熊本工場
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境に関する内部監査の計画内部監査チーム

EM推進課・福岡/熊本工場
環境事務局

環境委員会

 環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

役割・責任・権限

生産設備課・総務課

代表者（社⾧）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

内部監査員
M&D推進部

常務取締役

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議

・問題点が発生した場合の必要な是正処置の検討

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員
・環境に関する内部監査の実施・報告

部門⾧
工場⾧

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

環境委員会

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・取組状況の定期的な確認・評価

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動の実績集計

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者を任命
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

代表取締役社⾧

環境管理責任者

代表者

・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

・代表者による全体の評価と見直し、指示

環境事務局

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

福岡工場

責任者 ：工場⾧

推進委員：生産技術

生産管理

製造部

熊本工場

責任者 ：工場⾧

推進委員：生産技術

生産管理

製造部

本社

責任者：総務課

推進委員： 管理本部
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□主な環境負荷の実績(全社）
(年度：4月～翌年3月)

kg-CO2/kWh

 注1)「二酸化炭素総排出量」には、A重油、LPG、ガソリンの排出量も含まれる
 注2)一般廃棄物は熊本単独の実績値に変更(今までは同建屋のグループ会社との按分比で排出量を算出)
・排出量と達成率 ※基準年度は2019年度

□環境経営目標及びその実績(全社）

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇

✕

〇
〇

〇

#DIV/0!
#DIV/0!
#DIV/0!

－

12,211,60112,468,688

95%
606.8

0
100%

109,558

133,350

399.7

3,224,5473,602,579
97%

83.4%

83.4%

（目標）

#DIV/0!

395.5

4,818,740

95%

98.7%

2019年度メニューB

0

2,455,806

7,392,861

2,159,994

100% 95%95%

116,691

96%

12,340,145
60,206 59,579

95%

95%

kg/百万円

環境に配慮した製品・サー
ビスへの取組

97%

109,558

行動目標（9項による）

95%
㎥/百万円

117,906

基準年度比

m3

2021年度 基準年度比

kg
廃棄物排出量
 一般廃棄物排出量注2)

二酸化炭素総排出量注1)

5.0%215,380

項 目 単位
12,276,67713,461,865 12,016,261

10,866

2019年度(基準) 2022年度
89.3%kg-CO2

0
2,159,994

1,980,085

2023年

0

食品廃棄物

0

 発生抑制量 0 0

0

0.371 0.371 0.371
㎥水使用量

           年 度
  項 目

 再生利用量
 熱回収量

0

 発生量

0
0

2,589,351

0

2,341,451

607.7
4,412,193

403.8

4,869,464

九州電力

評
価

7,548,5007,781,959

96%
5,764,857 5,459,633

7,020,325 7,470,681
5,943,151

613.2

96%

2022年
通期

－

12,854,317

kg-CO2

CO2排出係数
電力会社
採用年度

619.5

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2都市ガスによる二酸化炭素
削減

原単位
5,072,358 4,920,187

（基準年)

基準値

 減量量

2,589,351

90%

原単位
基準年度比

416.3kg-CO2/百万円

3,713,999
－ 87%

97%
638.7

基準年度比

（目標） （目標）

90.1%

2019年度
実績値

上段：
下段：

100%

2024年

0

 廃棄物処理量

kg

 再生利用以外の量 0
0

食品再資源化実施率 ％

1,980,085

100%
121,553

 産業廃棄物排出量 kg

96%

381.9

2,424,614

kg-CO2/百万円

（実績）

106,161

115,475
基準発生原単位 187

59,06562,715

－
45,045

60,834

94%

11,432,519

48,145

81,346

8.9 9.0

自主目標

kg

9.5 9.2
97%

92,172 89,407
121,553

166

46,701

90%
原単位

－

廃プラの削減

基準年度比
食品廃棄物の発生抑制・
再生利用率の向上

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

水道水の削減

課題を解決しチャンスを活
かす取組

行動目標（9頁による）

9.1
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
達成状況：〇できた △あまりできなかった ×全くできなかった

取組紹介欄

・冷水チラーのスケジュール運転
を利用し季節、時間帯で運転
台数を変更し電力量削減

2019年度

2022年度

取組紹介欄

・蒸気ボイラーの圧力変更 ・ファットメルター（溶解機）
 圧力を変更した事で昨年比 の設定を見直し110℃→80℃

約10％の使用量削減 まで下げ蒸気使用量削減

2019年度

2022年度

取り組み計画

200,268

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

2,068,474 2,051,6511,528,858 1,410,628
1月12月

〇福岡
 ボイラー圧力調整（0.65→0.5Mpa）を変更し、前年比ベースで▲
10%程度の削減ができた。2023年度は、使用量の見える化から、使用
量を減らす取組へ繋げる。(IoTによるLNGの使用量の見える化)
〇熊本
 福岡の水平展開として、ボイラー圧力を0.60→0.5Mpaに変更し、都
市ガスの使用量の削減に繋げた。

207,014229,222
3月

185,139
192,634185,955

6月

1,727,781
1,992,487

1,600,582

164,165175,562

○

取組結果とその評価

達成状況

10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月

〇福岡
 解凍庫用冷水チラーを２台をインバーター仕様に更新した。また、エア
ハン用チラーをスケジュール運転を行い、省エネに繋げることができた。この
延⾧線として、見える化ツールを活用し、データを収集しながら、スケ
ジュール運転が可能なチラーのスケジュール化を進める。
〇熊本
 LED110W50ユニット分入替 LED40W24ユニット分入替完了
 熊本工場にメーターを設置し、実測値の測定を開始した

175,481 172,251

2月12月
（㎥）

1,454,1501,901,690

9月 10月

△

11月

1,435,464

・ボイラー圧力の適正化

171,499

・蒸気・冷温水配管の保温強化

4月
183,246

〇

176,776 190,586195,305

1,775,6311,833,957
9月

6月 7月

・ボイラーのドレン量の管理

1,660,920 1,814,045

1,512,291

○

○

1,494,076

達成状況
〇

都市ガスによる二酸化炭素削減

(kWh)
3月

数値目標

5月

1,328,233
1,831,683

11月

1,476,6011,560,2421,636,914

×
△

4月

・仕事の効率化による定時退社の実施

7月 2月

1,401,883

1月

1,513,221

220,453
116,768 187,038 174,400

・各オーブンでのガス量最適化

8月
195,356

・空調温度の適正化

160,138

1,886,879

・熊本工場の実測開始

5月

電力による二酸化炭素削減

・不要空調の停止

数値目標

・エアーの局所的な圧力調整

○

△

194,324 170,373167,043

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

電力（kWh）
2019年度 2022年度

0

100,000

200,000

300,000 都市ガス（㎥）
2019年度

2022年度
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取組紹介欄
腕カバーの変更により、約▲100kg／年(▲0.6g/枚)の使用量削減

kg

2019年度

2022年度

  取組紹介欄
・良品残の削減 ・フードバンク取組
  パレート図からの特定要因に絞り、対策を実施(良品残3.0→1.5%)

取組紹介欄
・食堂の返却口のノズルを削減し
使用量削減。（赤丸部分の
穴を塞ぎ水の出る幅を削減）

2019年度

2022年度

〇福岡＿良品残の低減取組の一環として、10月より、未利用食品につ
いてフードバンクへの提供を開始した（福岡：週1回、北九州：月2回、
筑紫：月1回)。良品残の３％⇒1.5％に削減。
〇熊本＿良品残の削減として、余裕数の見直し・スクラッチ生地製造と
アイテム構成を変更し、冷生地デット削減に繋げた。

水道水の削減

廃プラの削減

〇

○

数値目標

4,945

達成状況

6月 7月

・副資材厚み適正化

6,010 5,095

達成状況

・包材発注量の精度アップ

・熊本工場の実測開始

10,54511,328

3月

5,375 5,690

10月 11月 1月

〇福岡＿実習生に対して、洗い物時の節水に対しての指導を行った。
（デジタルサイネージに動画を掲示し、周知した）
〇熊本＿シンクに節水の掲示と定期、洗い物時も出しっぱなしにしない
よう指導実施。

△・バルブの調整を行い水量、水圧を調整する

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

数値目標 〇

・製造アイテム集約化
△

・天板洗浄機水使用量確認 ○
○・洗浄時の流しっぱなしをしない

・良品残の低減による食品廃棄物の削減

5,645
5,930

達成状況

4,450
5,430

4,345 3,985
5,270 4,800 4,490

△

4,415

10,004

5,1355,250

〇福岡＿ガゼット袋の寸法を削減・腕カバーをスリムタイプに変更し、副
資材の使用量低減の取組を行った。
〇熊本＿包装紙を使い切るようにした。(いままでは、少し残した状態で
処分していた)熊本工場単独での集計を開始した。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上

・ウエイトチェッカーデータ活用した原料使用量適
正化

5,365
5,2805,365

4,765 5,040

8月 2月12月4月 5月

数値目標

○
○

10,048
1月 2月

10,163
9,473 9,661

10,094
8,311

9,504 9,254
3月

9,797
4月 8月5月 7月

4,945

・包材無駄削減

〇

○

4,760

9,688
9,221 7,945 9,331

11,005
12月

9,352 8,85610,048 9,055

9月
9,34310,784

10月 11月6月

9月

8,301

（㎥）

0

5,000

10,000

15,000 水道水（㎥）
2019年度

2022年度

0

2,000

4,000

6,000

8,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

廃プラ（kg） 2019年度

2022年度
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取組紹介欄
従来の手包みあんぱんでは手包餡で品質ブレが発生していたが、インクラスターで包餡した生地をアルミケースに入れる

ことで、品質向上により、食品ロス削減や能力向上に繋げることができた。

 手包みあんぱん あんぱん(ADライン)

特定技能実習生と面接を行い、特定技能実習生を含めた
採用を行った。
地域の学校19校については、工場⾧・管理者が直接訪問し、
採用活動を行った。

□工場の取組紹介

＜本社＞ ＜熊本工場＞
①電力削減 電力

事務所・食堂の空調温度管理 ・電力見える化の為
冷房下限26℃、暖房上限24℃  電力メーターの設置10月

 完了
・蛍光灯⇒LEDへ変更
  74ユニット変更
・節電対策

入室のエアコン使用
期間の見直し

②水道量削減
食堂返却口水栓の排水口削減
（矢印部分の穴を塞いだ） 燃料削減

惣菜フライヤーの点火の変更
1h20分前ぐらいあいまいな時間で点火していたのを
1h20分⇒１ｈ⇒50分前へ変更

環境に配慮した製品・サービスへの取組 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・日持ちする商品の開発 おからペーストの活用と
増量

○

あんぱんを手成形⇒ADラインによる品質安定⇒不良率削減へ繋げた。
照り焼きチキンマヨネーズピザパンは豆腐の廃棄から発生するおからペース
トの再利用化し、商品化を行った。

課題を解決しチャンスを活かす取組 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・JFS-Bによる衛生管理の強化 ○ 学校を19校訪問し、工場見学を含む職場説明会を行った。

特定技能実習生(ベトナム人)の採用16名、ミャンマー人技能実習生16
名、ベトナム人技能実習生7名を採用した。

・新規採用活動(学校訪問) ○

△・定番商品の開発・育成による切替ロス削減

インクラスター
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＜福岡工場＞
・電力 ・NDF全国研修会での発表会での事例報告

・冷水チラーの更新も３台
完了した事で新型のみで
まかなう事が出来全体的
に使用量の削減出来た。
・残っていた蛍光灯も２０
台LEDに更新した。

・都市ガス
・蒸気の圧力変更の効果

が大きく昨年比△７％の

結果を出せた。

全体の70%がLED化の効果
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
・法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
・環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
・食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。
・なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

空気圧縮機、送風機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： 2022年11月21日（木） ■実施場所：福岡工場 屋外

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練 ☑消火訓練 ☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■実施内容： ☑初期対応訓練 ☑通報訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

苦情等については、特に報告はありませんでした。

省エネ法

・流出事故対応、通報訓練

下水道法

消防法（危険物）
フロン排出抑制法

2023年1月25日 福岡工場 排水ピット

髙橋R、⾧本社員、塚本社員、大石社員、藤本
L、鷲頭M

危険物の保管

      火災対応手順の共有と確認、避難経路・避難方法について、初期消火について、消火設備の確認

 新たに設置した対策キットの使用方法を確認しました。

 排水ポンプ不良でピットのオーバーフローを想定した訓練を実施。

本社、福岡工場の従業員、昼夜合わせて約200名

食品廃棄物

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

洗浄設備
空気圧縮機

容器包装

除害施設

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法

      火災が起きた避難経路、消火器の使用方法について再確認することができた。

特定事業所

適用される法規制
一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）

浄化槽法

食品リサイクル法

騒音規制法
振動規制法
水質汚濁防止法

容器包装リサイクル法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：2023年5月1日

＜情 報＞ ＜見直し・指示＞

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
エコアクション21の取得を機に、工場周辺地域の美化・清掃活動を継続的に行う「クリーンアップ運動」を開始しました。
社会貢献活動の一環として、地域環境を美しく保つ清掃活動に積極的に取り組んでいます。

食品廃棄物等の発生抑制の目標値については、あと一歩という所まできています。
目標達成の一手段として、消滅機の導入に向けて、自社でのテストを実施し、概ね良好な結果を得られ、来期の導入を
検討していきます。

□編集後記
環境取組に対する組織・エコアクション21を取り組み始めて２年半が経過しました。開始した当初は環境への活動
取組みとしてはゼロに近い状況から、事務局メンバーを中心にホームページ・掲示板・デジタルサイネージの情報発信を
し、目的や活動内容を周知しながら取り組んできました。
新たな取り組みとして、事務局を中心に環境投資を検討し、「環境負荷低減」と「経営(コストダウン)」の観点から、
企業価値を向上させる提案がエコアクションを通じて展開できたことは、チームとしての一つの成果だと感じます。

〇今後についての課題
食品廃棄物等の発生抑制目標については、唯一目標
未達となった。

単月ベースの2月～3月と目標達成できているが、2023年度
については、消滅機の導入も含めて、全項目の目標達成を
目指すこと。

【今回試行運用の取組結果】

〇目標達成状況
事務局を中心とした取組みにより、CO2・廃プラ排出
量・水使用ほとんどの項目で目標を達成することができ
た。

2021年度に達成できなかった電力・都市ガスによる二酸化炭素削
減の原単位について、目標達成できたことは素晴らしい。今後、エ
コアクションの活動の一環として、2023年度4月よりEM(環境経
営)推進課を立上げ、上記取組みを強化していく。次年度、熊本
工場は実態に合った数値で経営計画を策定する。(グループ会社と
同一建屋にあり、実測数値ではなかった)

〇自社を取り巻く環境
エネルギーや原料高騰に苦しんだ1年であったが、自社
内のFACT(原価低減活動)の活動の中に、環境(負荷
低減)と関連する項目が存在する

4月の中間審査の推奨事項にもあったように、FACTの取組
内容については、レポートにできるだけ反映させること。
特に、エネルギーについては、2023年度に「見える化」を行い、
問題点を明確にして取組を実行すること。

2020年 2021年 2022年

基準発生原単位 196.0 180.4 186.8 [kg/百万円]

目標値 [kg/百万円]166.0
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